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お知らせ 12 月

相
談

図
書
館
臨
時
職
員
募
集

　

町
内
図
書
館
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／

・
本
の
好
き
な
方
で
、
図
書
館
事

務
に
興
味
の
あ
る
方

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き

る
方

■
採
用
予
定
数
／
大
島
館
、
橘
館
、

　

東
和
館
各
４
名
ず
つ

■
勤
務
時
間
／

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時

■
募
集
期
間
／

　

12
月
17
日
㈪
〜
平
成
20
年
1
月

　

17
日
㈭

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

☎
７
８
‐
２
２
０
５

　

ま
た
は
最
寄
り
の
教
育
支
所
・

図
書
館
ま
で

柳
井
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

■
募
集
人
員
／
20
名

■
出
願
期
間
／

　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
〜
２
月

　

１
日
㈮

■
試
験
期
日
／

　

平
成
20
年
２
月
９
日
㈯

■
試
験
会
場
／
柳
井
准
看
護
学
院

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
医
師
会
附
属

　

柳
井
准
看
護
学
院

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
０
２
９

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
１
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／
法
務
局
職
員

　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の
た

め
に
専
門
の
相
談
員
・
弁
護
士
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日
／

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
５
時

Ｑ　裁判はどのような流れで進むのですか？

Ａ　裁判員裁判は次のように進んでいきます。

裁判員制度Ｑ＆Ａ

冒頭手続（法廷）
・被告人の確認（人定質問）
・検察官が起訴状を朗読する
・被告人と弁護人から起訴状に対する言い分を聞く
　（意見陳述）

審理（法廷）
１　証拠調べ手続
・検察官・弁護士が証拠により証明しようとする事実を説
明（冒頭陳述）
・検察官や弁護人が提出した凶器などの物や書類を取調べ、
証人や被告人に対する質問を行う（証拠調べ）
２　弁論手続
・検察官が事実関係や法律的問題などの意見を述べる
　（論告）
・検察官が被告人に与えるべきと考える刑を述べる（求刑）
・弁護人が事実関係や法律的問題などの意見を述べる
　（弁論）
・被告人が意見を述べる（最終陳述）

■
相
談
電
話
番
号
／

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

■
弁
護
士
相
談
日
／

　

毎
月
第
一
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
予
約
制
・
無
料
・
要
面
談
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
０
９
９
９

評議（評議室）
裁判員と裁判官が話し合い、有罪か無罪か、有罪の場合に
はどのような刑にするか決める。

判決手続（法廷）
裁判官が評議の結果に基づき、被告人に判決を言い渡す。

自
治
医
科
大
学
入
学
者
募
集

■
募
集
人
員
／
１
１
０
名
（
予
定
）

■
願
書
受
付
期
間
／

　

平
成
20
年
１
月
４
日
㈮
〜
22
日

　

㈫
■
第
一
次
試
験
日
／

　

平
成
20
年
１
月
28
日
㈪
（
学
力
）

　

29
日
㈫
（
面
接
）

■
試
験
会
場
／
山
口
県
庁

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
治
医
科
大
学
学
事
課

☎
０
２
８
５
（
５
８
）
７
０
４
５


